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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 心臓外科において体温管理は極めて重要である．また

患者の血行動態の管理は手術後においては患者の生命を

左右する．

 著者は従来の患者管理の：方法に加えて，新しく開発さ

れた体温計測装置を1974年より用い，心臓手術後の患者

管理をより簡単，容易にまた確実に行なえるように試み

た。

 研究対象ならびに方法

 東京女子医科大学第2病院循環器外科で心臓手術を受

け，室温24～25。C，湿度60％に空調された回復室に収容

された術後患者503例を対象とした．対象群のうちわけ

は，男259名，女244名，年齢13．2±10．3歳体重24・6±

16．5kgであった．疾患群は先天性心疾患402例，後天性

心疾患101例，開心術352例，非開心術151例であった．

 方法は深部体温計ブロープ（直径45mm）を患者の前

額部と非出血側の足三部に接着テープで固定した．両深

部温を30秒毎に計測し，打点記録計で61±8時間それら

を連続記録した．

 うち14例についてはスワソガソッカテーテルを肺動脈

に留置し，合計80回肺動脈血液温と前額深部温とを同時

に計測し，両者の関係を検討した．さらに対象503例に

おける前額・足押深部温較差ならびに前額，足回両深部

温の動態について臨床的観点から検討を加えた．

 成績

 14例についての前額深部温（37．4±0．5℃）は肺動脈

血液温（37．6±0．5℃）と近似の値を示し，それは直腸

温とよく相関して変動した．前額深部温が38℃以上の時

は発熱，38～36。Cの時は平熱，36℃以下の時を低体温と

した．正常では前額深部温は常に足踵深部温より高値を

示し，その関係は頭部表面冷却によっても変わらなかっ

た．

 血行動態は前額・足踵深部温較差が2℃以内にとどま

っている時（収束）は一般に良好な場合が多く，両深部

温較差が7℃以上の時は注意を要した．また前額深部温

が上昇，甲唄深部温が下降する場合セこは血行動態を監視

する必要があった．

 前額・足骨深部温較差7℃以上，収縮期血圧90mmHg

以下，尿量1ml／kglhour以下，の状態が同時にみられた

場合を低心拍出量状態とした．

 突然の大出血や不整脈による心停止以外で，低心拍出

量状態が疑われる場合の前額，足踵深部温の解離は，血

行動態の悪化を意味した．

 治療が有効であれば，前額深部温は下降し，足踵深部

温は上昇して両者は収束し，両深部温較差は減少した．

 血行動態に異常がない，意識のない患者では一般に前

額・足踵深部温較差が縮少し，足踵深部温はリズムに乏

しかった．その時，前額深部温が頭部表面冷却によって

36℃以下に低下し，足踵深部温を下まわる時には脳死と

診断できると考えられた．

 結論

 深部体温計によって計測される前額深部温は中枢温と

しての特性を有した．前額深部温を指標として患者の体

温を管理することが可能であった．
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 前額深部温と足踵深部温の温度差，すなわち前額・足

踵深部温較差と両深部温の変動の連続的監視は心臓手術

後の血行動態の管理に極めて有用であった．

本法は自律神経反射を応用した血行動態の監視法であ

ると考えられた．

論 文 審 査 の 要 旨

 心臓手術後の血行動態がどのようになっているかの判定は，これに対する治療の選択のために必須

であり，その患者の予後の判定にもつながる重大な意味を持つ．重症左心不全，心原陸ショック，

10w output syndrome等のことばを以て表現される血行動態の異常は，体内の血液の合布の問題でも

ある．

 本論文は深部体温計を用いて，心臓手術後のこのような重い病態につき，定性的，半定量的に解析

を試みたもので，臨床医学に寄与するところ大であると認める．

 主論文公表誌

 心臓外科における前額，足踵深部温計測とその臨床的
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